
養成イシガキダイからの採卵 ･人工ふ化 * 

- 梓にふ化に及ぼす水温および比重の影響 -

原田輝雄･宮下 盛 ･横山達雄** 
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Ⅰ 緒 言

イシガキダイ(砂Iegnathuspunctatusは,わが国本州

中部以南から韓国および南中国の沿岸に分布1)して

おり,イシダイと共にイシダイ科に属 しているが,共

に美味で商品価値が高く,また,磯釣の対象魚 とし

て珍重されている｡筆者らは,1954年からブリの養

殖試験 を行なった際,その中に混入 しているイシガ

キダイの成長がイシダイよりもはるかに速いことを

認め,養殖対象魚 として有望であると考えていたが,

その天然種苗が少ないため,本種の単独養殖までに

は発展せず,その人工ふ化養殖の報告も見当らなか

った｡本種の親魚の漁獲量はは封 土だ少なく, した

がって天然親魚から卵が採取される機会はきわめて

まれであると考えられる｡そこで筆者 らは1963年よ

り,和歌山県にある近畿大学水産研究所白浜実験場

においてブリ幼魚の中からイシガキダイのみを選別

し,ブリと別の網いけすに収容 して飼育 し,その成

長を調査すると共に,親魚まで養成 して卵を採取 し,

人工ふ化する実験 を行なった｡その結果,卵が採取

される魚体の大 きさ,年令,ふ化に及ぼす海水の温

度および比重の影響等がほぼ明らかとなった｡

皿 実験材料と方法

養成実験 に用いたイシガキダイの種苗は1963年以

後毎年 4月から 6月の間に紀伊半島沿岸で流れ藻 に

ついているところをブリ幼魚 と共に探捕 したもので

ある｡それらの種苗は白浜実験場へ輸送 し,選別 し

てイシガキダイのみを網 いけすに収容,初期の餌料

として,イカナゴ,カタクチイワシ,マアジ,マサ

バ,サ ンマ等の冷凍魚を粉砕 したものを与え,成長

に応 じて切断 したものや姿のままのものを与えて飼

育 した｡網いけすは合成繊維製で田辺湾の畠島南西

海域 に設置 し,最初,縦 3.6m,横3,6m,深 さ3.0m

の小 さいものを使用 したが,成長に応 じて縦 7.2m,

横7.2m,深 さ3.5mのより大 きをいけすに換 えた｡

外部形態の観察 ,腹部の圧迫 ,生殖巣の切開等の

方法により成熟を判断 し,成熟期に入ったと思われ

る雌雄を陸上水槽に収容 し,排水口に集卵網 を設置

して自然産卵による採卵を試みる一方,網いけすで

養成中の雌雄を時々とり上げて腹部を手で圧迫 し,

持出法による採卵と人工授精 を試みた｡

自然産卵に用いた水槽は,1970年の場合直径 8m,

深 さ1.5m(水容量70m)のナイロン水槽 ,1971年に

は直径 10m,深 さ1.5m(100mうのナイロン水槽で, 

1972-1974年には縦 4m,横 5m,深 さ 1m(15mう, 

195 977 n深 さ16
7年および1 年には縦 8m,横 87, .m 

(1007う,17年には縦 4m .mn 98 ,横 6帆,深 さ12


(25mつのそれぞれコンクリー ト水槽であった｡集


卵網は0.57m
26Aの目合のナイロン製網地で,縦,横,

深 さ,それぞれ70cmにつ くったいけす網で,これを

水槽のオーバーフローに取 りつけたものである｡

雌魚の腹部を圧迫 して得た卵には,同様 にしてイ

シガキダイまたはイシダイの堆魚から得た精液を注

ぎかけ,乾導法で人工授精を行なった｡その10-20

分後に卵をよく洗い,ふ化槽 に移 して, 8細胞期前

後まで発生が進んだ時,発生 している卵を拡大鏡下

で計数 して,総採卵数に対する百分率を出 し受精率

とした｡20倍 に拡大 した投影機で, 8細胞期前後の

卵 10個 を測定 してその平均値 を求め,受精卵の直径

とした｡

ふ化に及ぼす水温の影響 を調べるため,1971年に

自然産卵 した受精卵を10-12段階の所定温度に調節

した水槽 に収容 してふ化の状態を観察 した｡確実を

期するため実験は 3回, 5月31日, 6月 2日および

6月11日に生まれた卵について各段階別の比較 を行

なった｡初期発生を続けている受精卵約50個 を海水 

12と共に合成樹脂製水槽に収容 し,それを30捌く槽

に浮かべ,その30P水槽の温度を調節 して,ふ化槽

の水温が所定温度に保たれる仕組みとした｡生存 し

ている卵が全部ふ化を終 了してから,各水槽のふ化

状態 を詳細 に点検,正常仔魚,奇形仔魚,死卵など

を計数 し,それらの合計から収容卵数を逆算 した｡

これらの実験 から本種のふ化に適当な温度範囲を推

定 した｡

ふ化に及ぼす海水の比重の影響を言周べるために, 

1971年に自然産卵によって得た受精卵を, 11段階お

よび15段階の比重に調節 した水槽に収容 してふ化の

状態を観察 した｡確実を期するため実験は 2回, 6

月 1日および 6月 4日に生まれた卵について,各段

階別に比較を行なった｡田辺湾の天然海水を基 にし

て,低比重の方は,ハイポで脱塩素 した上水道水を

加えて所定の比重とし,高比重の方は,人工海水を

加えて所定の比重とした｡このように所定の比重に

調整 した海水 1上目こ発生初期の受精卵約50個 を加え

て合成樹脂製の水槽 に収容 し,水温 をふ化適温に保

ってふ化状態を観察 した｡生存 している全部の卵が

ふ化を終 了してから,各水槽のふ化状態を詳細 に点

検 し,正常仔魚,奇形仔魚,死卯などを計数 し,そ

れらの合計から収容卯数を逆算 した｡これらの実験

からふ化に適当な海水比重の範囲を推定 した｡
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Ⅱ 実 験 結 果 精卵が得 られた1

で10尾の体重を測定 した結果,3
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受精率の低い原因の主なものは雄の精液にあったと

採卵用親魚の養成 紀伊半島沿岸で探捕 した稚

魚を田辺湾に設置 した網いけすに収容 して小魚を与

年 5月24日に,幼魚から養成 したイシガキダ
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に10段階に設定 した水槽に収容 して,ふ化の状態 を

観察 したところ,1 ℃-2 ℃の水槽ではふ化し

た正常形の仔魚は約8%あったが,低温側で正常仔

魚が得 られたのは1 ℃の水槽までであり,高温側

では2 ℃以上 となると奇形が激増 した｡最高のふ

化率が得 られたのは水温2 ℃の水槽であった｡
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われる｡ しかし,イシダイの自然産卵の場合,福所

ら3は平均受精率が8 %という高 さで 1尾当りの

に示 した｡これからわかるように自然産卵l3ebaT
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の温度を設定 して,ふ化の状態を比較する実験 を 3

自然産卵を利用 した卵の採取 成熟年令に達 し

たと思われる 5-6年以上のイシガキダイのうち,

nnLで,持出法によるよりもやや大きい傾向が

伺われる｡採取 した受精卵の数も搾出法よりも多か

った｡十分成熟 した親魚 を水槽 に収容すれば,受精

率 も高く,まとまった数の受精卵が入手されると思
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示 した｡これからわかるように,8/ott上の正常ふ -2 ℃に保った｡その結果,ふ化はどの水

化仔魚が得 られた水槽は水温 2 ℃から2 ℃まで

の間であり,2 ℃で最高の正常仔魚のふ化率が得 のは海水比重2 と3 の間であった｡正常ふ化率00.00.
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槽でも認められたが,正常形のふ化仔魚が得 られた

段階に設定 した水槽 に収容 し,同日 

ふ化に及ぼす比重の影響 ふ化槽の海水の比重

がイシガキダイの卵のふ化に及ぼす影響 を調べるた

め, 2回貴験 を行なった0

近縁種のイシダイにおける養成親魚の成熟につい

は雄は満 1年で 1部が成熟 し,潤 

00.
4
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taure 

300.
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65.
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最高の比重は2 ,そのふ化率は7 %であるが,

60.


69.


3
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20.


220.


37.

80-2 5 %比重 では 以上の正常ふ化率が得 ら.

1れた｡また,受精後 時間に卵の浮沈 を調べたとこ

2 ,2ろ,比重 以下では,全部卵が沈下 し では

7% 1% 1%1浮上卵 ,中層卵 ,沈下卵 であった｡全

2卵が浮上 していたのは 以上の水槽であった｡

37.
14.


le
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験 を開始 した｡実験中の水温は2 -2 ℃であっ

た｡ その結果 は T 5に示 した通 りで,正常ふ化

00.･6
1,
 0から4 までであるが,

30.
220.
00.

8


20.


仔魚が得 られた比重は 

中でも7%以上の高いふ化率が得られた比重は 

から3 までの間であった｡なお,受精後 8時間半

の卵は比重2 以下では全部が沈下 , と2 で

00.
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7cm熟することを認めている｡体重500ァ,全長2 程度

,0Ⅳ 考 察 のイシダイの雌 は成熟するが,同年令の体重1,00g

00

5

0

第 2回実験 は 6月 4日2時3 分頃自然産卵 した受

℃以上では,奇形ふ化率が増力ロした｡ 精卵を比重 5から40まで1段階に設定 した水槽 に,

受精後 6時間半の時約5個づっ収容 して,ふ化の実

40,
は中層 にあり,2 以上では全部が浮上 していた｡

ふ化時間については,比重による差は認められなか

った｡20.
00.

第 1回実験 は 6月 1日1時頃 自然産卵によって得

た受精卵 を,海水比重 (cT15)1 から3 までを 

8


00段階に設定 したふ化槽 にそれぞれ約5個づつ収容

して 6月 2日 4時 に実験 を開始 した｡実験中の水温

1


られた｡また,水温 1 ℃以下および2 ℃以上で

は,正常形の仔魚は 1尾 も得 られなかった｡

91.
61.


第 3回実験 は 6月11日2時3分頃 自然産卵 して,0
1


4- 8細胞期 まで発生 した卵を,水温 1 ℃から3
4.
46.


3℃までの間を1


時 に実験 を開始 した｡その結果
 

℃の水槽で8%以上の正常形仔魚のふ化率が得 ら


2


01


れ,2


以上の 3実験 を総合すると,正常形仔魚の得 られ


た温度範囲は1 -2 ℃であり,ほぼ8%以上の
091.
82.


42.


正常形ふ化仔魚が得 られる温度範囲は2-2℃とい

うことになるO受精からふ化までの所要時間は水温 
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2cm全長3 程度のイシガキダイの雌はまだ成熟 しない｡

本実験 から,イシガキダイはイシダイより成長が速)て,熊井 ･中村2


2年でほとんどが成熟すると述べ,雌では満 2年で いにも拘 らず,成熟は満 5- 6年からと推定 されるo

一部が成熟すると述べている｡筆者 らもイシダイを この原因は本種の特性であるのか,イシガキダイ養

人工ふ化 して田辺湾の網いけすで飼育 しているが, 成上の餌料的要因か,あるいは環境的要因かその起

成育の速い雌は満 2年で,大部分の雌は満 3年で成 因するところが明 らかでをいo筆者 らは,イシガキ
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ダイの特性 に関するところが多いと推察 しているが,

今後 この点について検討 し,より若い年令で採卵す

る研究が望 まれる｡

卵を採取で きた期間は,全実験 を通 じてみると, 

5月17日から 7月 5日までであるが,多くは 5月中

旬から 6月下旬までであって,水温は22-24℃を中

心に,20-27℃の範囲にあると推察 されたが,これ

はイシダイの産卵期とほぼ-一致する3)｡

採卵については,搾出法 と自然産卵法 とによった

が,持出法は成熟 した推親の入手が容易でない上に,

熟卵を得る機会が少ないので,大量の受精卵を得る

ことはイシダイに比べて非常に困難であると考えら

れる｡また,自然産卵について福所 ら3)はイシダイ

で平均浮上卵率81.7%と報告 しており,雌 1尾当り

の産卵数についても,魚体重 1,000-2,0007の親魚の

産卵数を200万粒 と推定 している｡本実験 においては,

親魚の収容時期が適当でなく,未成魚の親魚を用い

た り,雌雄比が適当でない等の理由から, 1尾当り

の採卵量はイシダイに比 しはるかに少をかったが,

自然産卵法は搾出法より経済的に大量の卵が採取 さ

れると思われる｡今後は本種の雌のみならず,雄の

成熟についての検討が必要である｡

ふ化が環境条件から受ける影響の大 きいことは,

他の多くの魚種 について知 られている｡ この環境条

件の中で,通常の海水中では,水温 と比重が最も大

きな要因であると思われる｡水温の実験 から,ほぼ
 

70%以上の正常ふ化率 が得 られた温度範囲は19-

26℃で,80%以上が得 られた温度範囲は20-24℃で


あったが,ふ化時間とともに,熊井 ･中村4)がイシ


ダイで行なった実験結果とほぼ一致するO比重に対


する第1回実験 と第2回実験の結果を比較すると,第
 

1回実験の方が全般にふ化率が低 く,また,正常な


仔魚が得 られた比重の範囲は,第 1回では20.0-30.0

であったが,第 2回では16.0-40.0で,第 1回の方

が狭かった｡このようなことから,第 1回実験の卵

質が,第 2回実験 に劣っていたと考えられる｡ この

ように卵質の如何で比重から受ける影響は相違があ

るものと考えられる｡ しかし,第 1回,第 2回の実

験 を通 じ,正常ふ化率の高い比重はほぼ一致 してお

り,22.0-28.0が最適比重と考えられる｡

塩分がふ化に及ぼす影響については,イシダイに

比べ若干の相違点がある｡すなわち,イシダイでは

桑実期以降の卵を低比重の海水中に収容 した場合,

比重5･0以上で90%以上のふ化率を得た4)というが,

イシガキダイでは良質卵を用いたと思われる第 2回

実験 においても,16.0-20.0以上でか すれば高いふ

第12号 (1979)

化率は得 られなかった｡また,正常ふ化率70%以上

が得 られる海水比重の下限は22.0前後 と推定される

ことなどから,イシガキダイはイシダイに比べて,

低比重海水のふ化に及ぼす悪影響がはるかに大きい

と考えられる｡ 

Ⅴ 要 約 

1.1963年から1978年まで毎年紀伊 半島沿岸で採

補 したイシガキダイの稚魚を白浜実験場で飼いつけ

て親魚 まで養成し,採卵と人工ふ化の実験を行なった｡ 

2.イシガキダイの稚魚を田辺湾 に設置 した網い

けすに収容 し,小魚 を餌料として飼育 したところ, 

6年後には全長40cm以上 ,体重2,000g以上に成長 し, 

6-9年魚から卵 を採取 し,人工ふ化することがで

きた｡ 

3.採卵は,1970年から1978年までの問に搾出法

と自然産卵法 とを試み,いずれも卵が採取されたが,

自然産卵法の方が,容易に多量の卵を採取すること

がで きた｡ 

4.産卵は 5-6札 水温 22-24℃を中心に,20
 
-27℃の間で行なわれた｡卵は直径 1.0-1.2m7nの浮


性卵で ,水温22.2-22.6℃では受精後30-35時間で


ふ化 した｡
 

5.水温がふ化に及ぼす影響を調べる実験の結果,

正常射子魚がふ化 した水温は18-29℃であったが, 

80%以上の高率で正常な仔魚がふ化 した水温の範囲

は20-24℃であった｡ 

6.海水の比重がふ化に及ぼす影響を調べる実験

の結果,良質卵を用いた実験では,正常射子魚がふ

化 した比重 (･5 60 4.であり,70oo1)は1.- 00 8/川上

の高率でふ化仔魚が得 られた比重の範囲は,20.0-

32.0であったが,質がやや劣る卵での実験 と総合す

ると,ふ化の最適比重は22.0-28.0であると考えら


れる｡


本実験 を進めるに当り,本学水産研究所の教職員

諸氏には,1963年以来現在に至るまで, 多年に亘 り

供試魚の飼育管理と採卵人工ふ化の業務に尽力され

ました｡また,本研究所から転出されたタキイ水産

センター主任水野兼八郎氏および高知大学助教授楳

田晋氏には,在職中供試魚の飼育に並々ならぬ御協

力をいただきました｡白浜漁業協同組合の諸氏には,

飼育海面の使用について御協 力をいただき,本学水

産研究所の海水増殖学専攻学生には,採卵 ･ふ化 ･

飼育の実験 に種 々御協力をいただ きました｡上記の

諸氏に厚 くお礼申し上げます｡
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